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このシステムは、市街地での渋滞の主な要因となっている、交
通量が多い交差点での信号待ちの車を減らす目的で、東京大
学大学院情報学環の上條俊介准教授の研究室と警視庁が共同
で開発しました。 

交差点で信号を待つ車が増えると渋滞（＝道路が混んで、車が
あまり進まないこと）の原因の１つになります。 
東京大学大学院の上條俊介さんのグループと警視庁は、信号で
待つ車を減らすための新しいシステムを作りました。 
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主な要因となっています。 
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 テキスト平易化 
 

　 = 語彙の平易化 
　　　 + 構文の平易化 
　　　　　 + 説明文生成 

日本語学習者のために... 
 

【1】どのような種類の 
　　  構文の平易化が必要か？ 
 

【2】どのような種類の語彙は 
　　  換言で平易化できるか？ 
 

【3】どのような種類の語彙は 
　　  説明文生成が必要か？ 

コーパスの構築手順 
 

【1】日本語ネイティブ向けに 
　　  書かれた難解文を日本語 
　　  教師が平易文に書き換え 
 

【2】２文間の関係を「基本的 
　　  な変換の連鎖」として書 
　　  き下し、変換ラベル付与 

このコーパスがあれば... 
 

【1】日本語学習者のための 
　　  テキスト平易化のパタン 
　　  の全貌が明らかになる 
 

【2】2010年～、英語のテキ 
　　  スト平易化タスクで主流 
　　  となっているSMTによる 
　　  アプローチも実現できる 
 

【3】テキスト平易化の自動評 
　　  価尺度も開発できるかも 

今後の課題 
 

【1】基本的な変換の連鎖への 
　　  書き下しと変換ラベルの 
　　  付与・分類を繰り返す 
 

【2】書き下しをクラウドソー 
　　  シングで実現するための 
　　  アノテーションマニュアル 
 

【3】日本語教師に平易文への 
　　  書き換えを依頼 


